
特
集
・
歩
行
者
空
間
⑤

歩
行
者
空
間
の
整
備
計
画
と
課
題

遠
藤
包
嗣

一
―
は
じ
め
に

　
昭
和
四
十
九
年
八
月
に
建
設
大
臣
の
認
可
を

受
け
た
「
事
業
計
画
」
に
お
い
て
、
歩
行
者
専

用
道
路
を
主
と
す
る
歩
行
者
ネ
ッ
ト
は
延
長
約

六
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
計
画
と
し
て
定

め
ら
れ
た
。
そ
の
後
昭
和
五
十
四
年
四
月
に
変

更
認
可
を
受
け
た
現
在
の
「
事
業
計
画
」
に
お

い
て
は
、
歩
行
者
ネ
ッ
ト
は
延
長
約
五
二
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
歩
行
者
専
用
道
路
と
、
公
園
系
の

歩
行
者
ネ
ッ
卜
で
あ
る
延
長
約
一
四
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
緑
道
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
相
互
に
補

完
す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
計
画
が
定
ま
っ
た
。

自
動
車
交
通
と
の
立
体
処
理
を
前
提
と
す
る
た

め
、
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
お
け
る
歩
行
者
ネ

ッ
ト
は
、
歩
専
橋
、
緑
道
橋
あ
わ
せ
て
約
一
〇
〇

橋
の
立
体
箇
所
を
も
つ
計
画
に
な
っ
て
い
る
。

二
―
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

　
　
事
業
の
現
状

　
二
、
五
三
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
計
画
人
口
三
〇

万
人
、
横
浜
市
北
部
の
中
心
と
な
る
べ
き
「
ま

ち
づ
く
り
」
が
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業
で
あ

る
（
図
―
１
）
。
人
口
で
い
え
ば
、
藤
沢
市
や

町
田
市
の
規
模
で
あ
り
、
区
の
ス
ケ
ー
ル
で
比

較
す
る
と
、
鶴
見
区
（
二
、
九
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
二
三
万
人
）
、
神
奈
川
区
（
二
、
三
〇
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
二
〇
万
人
）
に
近
い
規
模
と
い

え
る
。

　
日
本
住
宅
公
団
の
施
行
す
る
土
地
区
画
整
理

事
業
は
、
そ
の
う
ち
一
、
三
一
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

計
画
人
口
二
二
万
人

と
、
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
建
設
事
業
の
中
心
に

な
っ
て
い
る
。
昭
和
四

十
九
年
か
ら
始
ま
っ
た

日
本
住
宅
公
団
の
造
成

工
事
は
、
現
在
第
一
地

区
で
着
手
率
二
七
パ
ー

セ
ン
ト
、
第
二
地
区
で

五
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
全

休
で
四
四
パ
ー
セ
ン
ト

で
あ
り
、
今
年
度
末
に

は
着
手
率
六
二
パ
ー
セ

ン
ト
に
な
る
予
定
で
あ

る
。
全
休
計
画
と
し
て

は
、
造
成
工
事
の
概
成

図―１　港北ニュータウン位置図

一
―
は
じ
め
に

ニ
―
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
事
業
の
現
状

三
―
理
想
的
な
街
づ
く
り
の
基
本
方
針
と

　
　
歩
行
者
空
間

四
―
歩
行
者
空
間
整
備
計
画

五
―
課
題

六
―
お
わ
り
に
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港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
み
る



芽
ば
え
は
じ
め
て
い
る
。
ま
た
、
計
画
予
定
地

で
は
県
立
荏
田
高
校
が
四
月
に
開
設
し
、
川
和

中
学
校
、
中
川
中
学
茅
ケ
崎
方
面
校
も
工
事
に

着
手
さ
れ
、
将
来
の
新
し
い
街
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
施
設
の
中
心
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
美
し
い

都
市
的
デ
ザ
イ
ン
の
学
校
が
八
月
と
来
年
三

月
、
あ
い
つ
い
で
完
成
す
る
予
定
で
あ
る
。

三

を
昭
和
六
十
二
年
度
末
と
し
、
集
合
住
宅
を
中

心
と
す
る
人
口
定
着
を
昭
和
五
十
七
年
度
末
か

ら
開
始
す
る
計
画
と
し
て
い
る
。

　
現
時
点
で
の
事
業
の
最
大
の
課
題
は
、
早
期

に
人
口
定
着
を
は
か
る
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
五

十
七
年
度
末
集
合
住
宅
入
居
を
進
め
る
た
め
に

は
、
あ
と
三
年
た
ら
ず
の
う
ち
に
、
造
成
工
事

は
も
と
よ
り
、
供
給
処
理
関
係
の
施
設
、
商
店

や
病
院
な
ど
の
生
活
関
連
施
設
の
ほ
か
、
学

校
、
公
園
、
最
寄
駅
へ
の
バ
ス
輸
送
註
画
、
住

宅
建
設
の
主
体
で
あ
る
公
団
の
関
東
支
社
と
の

計
画
調
整
な
ど
、
多
く
の
闇
題
解
決
を
は
か
ら

ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
そ
の
後
に
続
く
集
合

住
宅
を
中
心
と
す
る
人
口
定
着
に
対
す
る
対
策

も
あ
る
。

　
大
量
輸
送
機
関
と
し
て
の
鉄
道
に
つ
い
て

は
、
地
下
鉄
三
号
線
の
延
伸
計
画
が
あ
り
、
新

横
浜
駅
ま
で
の
工
事
が
終
了
後
、
ひ
き
続
き
、

田
園
都
市
線
あ
ざ
み
野
駅
ま
で
の
工
事
に
か
か

り
、
昭
和
六
十
二
年
度
中
に
は
開
通
さ
せ
る
計

画
で
現
往
設
計
の
検
討
が
行
わ
れ
免
許
申
請
の

準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
関
連
の
都
市
計
画

道
路
も
、
昭
和
五
十
七
年
度
に
新
横
浜
か
ら
国

道
二
四
六
号
ま
で
を
結
ぶ
新
横
浜
・
元
石
川
線

が
完
成
す
る
ほ
か
、
大
熊
・
東
山
田
線
、
横
浜

・
上
麻
生
線
な
ど
の
重
要
路
線
の
早
期
整
備
が

計
画
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
、
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
に
は
学
校
区

の
変
ら
な
い
地
区
内
家
屋
の
換
地
予
定
地
へ
の

直
接
移
転
が
行
わ
れ
、
新
し
い
街
の
雰
囲
気
が

理
想
的
な
街
づ
く
り
の

基
本
方
針
と
歩
行
者
空
間

苗
圃
計
画
、
樹
木
の
移
植
、
緑
化
計
画
等
、
積

極
的
な
計
画
と
な
っ
た
。
現
在
の
保
存
緑
地
は

約
四
〇
ヵ
所
合
計
六
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る

が
、
樹
林
保
存
地
を
含
む
現
況
地
形
の
保
存
地

は
九
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
り
、
特
に
公
園
内
で

約
五
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
公
園
面
積
の
約
四
二
パ

ー
セ
ン
ト
）
を
、
残
り
の
約
四
六
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
集
合
住
宅
用
地
で
確
保
す
る
計
画
と
な
っ
て

い
る
。

②
―
「
ふ
る
さ
と
」
を
し
の
ば
せ
る

　
　
ま
ち
づ
く
り

　
「
ふ
る
さ
と
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
小
川
の
せ

せ
ら
ぎ
と
山
、
神
社
や
雑
木
林
な
ど
い
ろ
い
ろ

あ
る
が
、
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
特
徴
的
な
も

の
は
、
埋
蔵
文
化
財
で
あ
る
。
公
団
施
行
地
区

内
に
約
二
五
〇
ヵ
所
も
あ
り
、
繩
文
時
代
、
弥
生

時
代
の
集
落
址
や
貝
塚
、
墓
地
な
ど
が
こ
の
丘

陵
一
帯
に
分
布
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
か
に

は
古
墳
時
代
の
遣
跡
も
含
ま
れ
て
お
り
、
古
代

社
会
の
生
活
様
式
や
そ
の
特
徴
等
を
知
る
う
え

で
貴
重
な
遺
跡
群
で
あ
る
。
し
か
し
、
遺
跡
の

ほ
と
ん
ど
は
造
成
工
事
に
よ
り
破
壊
さ
れ
る
た

め
、
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
お
い
て
は
、
昭
和

四
十
六
年
か
ら
五
十
二
年
ま
で
の
七
ヵ
年
（
当

初
三
ヵ
年
計
画
）
で
記
録
保
存
の
調
査
を
行
っ

た
。
現
在
は
、
公
団
の
工
事
計
画
等
の
理
由
に

よ
り
調
査
未
着
手
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
調
査

と
と
も
に
、
発
掘
さ
れ
た
出
土
品
等
の
整
理
等

を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
の
中
に
は
、

公
園
用
地
内
の
現
況
保
存
地
と
し
て
永
久
保
存

さ
れ
た
遺
跡
も
あ
り
、
今
後
の
保
護
の
し
か
た

は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
道

祖
神
な
ど
の
金
石
文
も
多
数
あ
り
、
緑
道
や
歩

行
者
専
用
道
路
に
置
き
、
歴
史
の
重
み
を
残
す

こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。

③
―
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

　
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
計
画
で
は
、
道
路
パ
タ

ー
ン
に
つ
い
て
歩
車
分
離
を
前
提
に
お
き
、
歩

行
者
専
用
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
く
む
と
と

も
に
、
区
画
街
路
に
つ
い
て
も
ク
ル
ド
サ
ッ
ク

の
道
路
パ
タ
ー
ン
に
よ
り
、
通
過
交
通
が
一
般

住
宅
地
内
に
入
り
込
ま
な
い
よ
う
に
計
画
し
て

い
る
。

　
道
路
構
造
の
面
で
も
、
車
イ
ス
の
利
用
を
で

き
る
だ
け
配
慮
し
た
り
、
幹
線
道
路
を
堀
割
り

式
に
し
た
り
、
幹
線
道
路
や
歩
行
者
専
用
道
路

な
ど
か
ら
電
柱
を
排
除
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
努
力
を
し
て
い
る
。
非
常
時
の
避
難
ル
ー
ト

と
し
て
歩
行
者
専
用
道
路
や
緑
道
は
重
要
な
機

能
を
も
つ
と
と
も
に
、
避
難
場
所
と
し
て
は
、

中
学
校
と
小
学
校
、
集
合
運
動
場
が
学
校
群
と

し
て
ま
と
ま
り
、
安
全
性
を
高
め
て
い
る
。

④
―
高
い
水
準
の
サ
ー
ビ
ス
が
得
ら
れ
る

　
　
ま
ち
づ
く
り

　
三
〇
万
都
市
と
し
て
完
成
し
た
場
合
、
港
北

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
は
鉄
道
が
三
線
入
り
、
横
浜

都
心
、
東
京
都
心
に
直
接
つ
な
が
る
ほ
か
、
新
幹
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公
団
施
行
地
区
は
計
画
開
発
を
行
う
地
区
で

あ
る
た
め
、
四
つ
の
基
本
方
針
が
定
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
基
本
方
針
は
、
港
北
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
の
歩
行
者
空
間
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
る
。

①
―
緑
の
環
境
を
最
大
限
に
保
存
す
る

　
　
ま
ち
づ
く
り

　
現
況
の
樹
林
を
最
大
限
保
存
す
る
と
い
う
方

針
の
も
と
で
事
業
計
画
の
設
計
図
は
つ
く
ら
れ

た
。
屋
敷
林
や
優
良
山
林
の
保
存
は
、
地
形
の

保
存
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
造
成
計
画
も
そ
の

意
味
で
大
き
な
制
約
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
計
画
で

は
、
こ
の
緑
の
保
存
を
街
の
新
し
い
魅
力
と
す

べ
く
、
保
存
緑
地
と
公
園
計
画
、
緑
道
計
画
を

一
体
の
も
の
と
し
て
計
画
を
進
め
た
。
「
緑
の

環
境
を
つ
く
り
育
て
る
条
例
」
を
締
結
す
る
こ

と
に
よ
り
、
緑
地
の
保
存
は
、
表
土
の
保
全
、



線
、
横
浜
線
、
東
横
線
、
田
園
都
市
線
、
京
浜

東
北
線
な
ど
に
連
絡
さ
れ
る
。
ま
た
、
広
幅
員

の
都
市
計
画
道
路
網
も
組
ま
れ
、
第
三
京
浜
、

東
名
高
速
な
ど
と
も
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
連
絡

図一２　港北ニュータウン―歩行者空間整備計画図

さ
れ
、
交
通
的
に
は
非
常
に
高
い
水
準
の
サ
ー

ビ
ス
が
得
ら
れ
る
と
い
え
る
。

　
商
業
業
務
的
に
は
、
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
は
横

浜
市
北
部
の
核
と
な
る
ス
ケ
ー
ル
を
も
ち
、
各

駅
前
セ
ン
タ
ー
も
計
画
的
に
配
置
さ
れ
、
地
区

の
中
心
的
な
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
も
っ
て
い
る
。

住
区
に
は
、
近
隣
セ
ン
タ
ー

常
の
生
活
利
便
が
確
保
さ
れ
る
ほ
か
、
全
体
に

歩
行
者
専
用
道
路
が
計
画
さ
れ
、
駅
、
バ
ス

停
、
商
店
街
、
学
校
、
公
園
な
ど
と
結
ば
れ
、

安
全
で
便
利
で
快
適
な
買
物
、
通
勤
、
通
学
ル

ー
ト
と
な
っ
て
い
る
。

　
結
果
と
し
て
、
自
然
が
良
く
保
存
さ
れ
、
緑

の
多
い
潤
い
と
歴
史
の
香
り
が
す
る
、
便
利
な

街
が
目
標
と
い
え
る
（
図
―
２
）
。

四
―
歩
行
者
空
間
整
備
計
画

　
歩
行
者
専
用
道
路
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十

七
年
度
末
の
入
居
に
対
処
し
て
整
備
す
る
部
分

が
あ
っ
て
、
今
年
中
に
主
要
路
線
の
都
市
計
画

決
定
を
進
め
る
と
と
も
に
、
全
体
の
設
計
条

件
、
標
準
構
造
図
等
を
確
定
し
、
来
年
以
降
実

施
設
計
を
進
め
、
五
十
七
年
に
一
部
工
事
着
手

を
予
定
し
て
い
る
。

①
―
歩
行
者
専
用
道
路
の
種
類

　
歩
行
者
専
用
道
路
は
幅
員
三
～
二
一
メ
ー
ト

ル
、
延
長
約
五
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
大
き
く

次
の
三
種
類
に
分
か
れ
る
。

(
ア
)
幹
線
歩
行
者
専
用
道
路

　
駅
や
商
店
街
、
学
校
な
ど
を
結
ぶ
基
幹
ル
ー

ト
で
、
通
勤
、
通
学
、
買
物
な
ど
の
日
常
生
活

に
、
多
く
の
人
が
利
用
す
る
幅
員
九
メ
ー
ト
ル

以
上
の
歩
行
者
専
用
道
路
で
あ
る
。
第
一
地
区

七
路
線
約
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
第
二
地
区
六

路
線
約
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
合
計
一
三
路
線

総
延
長
約
一
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
タ
ウ
ン
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が
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ら
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、
日



セ
ン
タ
ー
、
駅
前
セ
ン
タ
ー
、
近
隣
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
放
射
状
に
計
画
さ
れ
て
い
る
（
公
団

施
行
地
区
は
、
第
一
地
区
東
西
四
キ
口
メ
ー
ト

ル
、
南
北
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
第
二
地
区
東
西

五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
。

(
イ
)
補
助
幹
線
歩
行
者
専
用
道
路

　
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
と
駅
前
セ
ン
タ
ー
内
に
あ

り
、
商
店
街
の
買
物
ル
ー
ト
と
し
て
幹
線
歩
行

者
専
用
道
路
を
補
助
す
る
パ
タ
ー
ン
で
計
画
さ

れ
た
幅
員
六
メ
ー
ト
ル
の
歩
行
者
専
用
道
路
で

あ
る
。
延
長
は
全
体
で
約
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ

る
。

(
ウ
)
住
区
歩
行
者
専
用
道
路

　
住
区
内
の
区
画
街
路
は
基
本
的
に
通
り
ぬ
け

が
で
き
な
い
ク
ル
ド
サ
ッ
ク
型
で
あ
る
た
め
、

住
区
歩
行
者
専
用
道
路
は
、
区
画
街
路
と
区
画

街
路
を
渡
る
短
絡
ル
ー
ト
と
し
て
、
住
区
か
ら

学
校
、
商
店
街
、
幼
稚
園
、
バ
ス
停
、
駅
な

ど
に
行
く
の
に
使
わ
れ
る
。
住
区
歩
行
者
専
用

道
路
は
途
中
で
幹
線
歩
行
者
専
用
道
路
に
つ
な

が
り
、
一
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
す
る
。

幅
員
は
三
メ
ー
ト
ル
と
一
部
四
・
五
メ
ー
ト
ル

で
、
延
長
は
約
二
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て

い
る
。

②
―
歩
行
者
専
用
道
路
の
計
画

　
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
歩
行
者
専
用
道
路

は
、
基
本
計
画
を
受
け
て
合
理
的
な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
組
ま
れ
て
い
る
が
、
全
体
と
し
て
は
緑

化
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
周
囲
の
土
地
利
用

に
よ
り
緑
化
の
形
態
は
多
様
に
な
る
が
、
原
則

と
し
て
、
幅
員
六
メ
ー
ト
ル
以
上
の
歩
行
者
道

路
に
は
植
栽
を
す
る
計
画
で
あ
る
。

　
伊
勢
佐
木
モ
ー
ル
や
、
野
庭
団
地
の
緑
化
さ

れ
た
広
い
歩
行
者
専
用
道
路
は
気
持
の
よ
い
も

の
で
あ
る
。
歩
行
者
専
用
道
路
は
、
歩
き
や
す

さ
と
気
持
ち
良
さ
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
た
め

歩行者専用道路図―３

に
は
、
適
当
な
幅
の
道
路
と
、
豊
か
な
緑
が
必

要
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
買
物
車
を

ひ
く
婦
人
た
ち
や
、
話
し
な
が
ら
歩
く
子
ど
も

た
ち
が
な
ら
ん
で
歩
く
の
に
あ
っ
た
幅
員
が
最

小
道
路
幅
員
に
な
る
。
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で

は
最
小
道
路
幅
員
を
三
メ
ー
ト
ル
と
し
、
基
本

的
に
は
四
メ
ー
ト
ル
を
標
準
道
路
幅
員
と
考
え

て
い
る
。
こ
の
幅
は
、
道
路
の
管
理
用
車
両
の

通
行
に
も
支
障
の
な
い
幅
員
と
な
っ
て
い
る
。

　
植
栽
に
つ
い
て
も
、
緑
の
木
蔭
の
散
歩
道
は

気
持
ち
が
よ
い
が
、
落
葉
の
掃
除
や
、
害
虫
の

駆
除
、
宅
地
へ
の
日
蔭
な
ど
、
現
実
に
は
多
く

の
問
題
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
枝
を
切
ら

れ
た
ケ
ヤ
キ
や
サ
ク
ラ
な
ど
、
い
じ
け
た
姿
を

さ
ら
す
例
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
民
地
の
宅
地

側
が
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
な
っ
た
ら
楽
し
い
歩
行
者

専
用
道
路
も
固
い
味
気
な
い
雰
囲
気
に
な
っ
て

し
ま
う
。
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
計
画
で
は
、

緑
の
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
住
民
の

積
極
的
な
協
力
の
も
と
に
、
う
る
お
い
の
あ
る

ま
ち
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
。
学
校
や
集
合

住
宅
用
地
で
歩
行
者
専
用
道
路
に
接
す
る
と
こ

ろ
は
、
で
き
る
だ
け
植
栽
し
、
自
然
な
く
つ
ろ

い
だ
空
間
を
つ
く
る
計
画
で
あ
る
。
地
元
地
権

者
も
「
街
づ
く
り
協
定
」
の
研
究
会
を
つ
く

り
、
そ
の
中
に
生
垣
等
の
緑
化
を
含
め
積
極
的

な
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

　
歩
行
者
専
用
道
路
の
樹
種
に
つ
い
て
は
、
歩

行
者
の
利
用
や
住
民
の
生
活
に
支
障
が
な
い
よ

う
に
、
セ
ン
タ
ー
地
区
の
広
場
、
緑
道
と
学

校
、
公
園
な
ど
と
の
接
点
な
ど
の
重
点
な
場
所

以
外
は
、
周
辺
の
土
地
利
用
に
あ
わ
せ
て
決
め

て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

　
そ
の
他
、
歩
行
者
専
用
道
路
に
は
、
ベ
ン
チ

や
水
飲
み
、
照
明
、
案
内
板
、
く
ず
入
れ
、
灰

皿
、
彫
刻
、
噴
水
、
便
所
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
施

設
が
予
想
さ
れ
る
。
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〈
イ
メ
ー
ジ
ト
リ
ッ
プ
〉
（
図
１
３
）

(
ア
)
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
南
駅
で
お
り
る
。
広
々
と

　
し
た
駅
前
は
「
市
民
の
憩
の
広
場
」
が
あ
り

　
美
し
い
芝
草
が
広
が
り
、
人
々
が
の
ん
び
り

　
と
午
後
の
日
差
し
を
楽
し
ん
で
い
る
。
ケ
ヤ

　
キ
や
ヤ
マ
モ
モ
、
サ
ク
ラ
な
ど
の
木
々
が
と

　
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
固
ま
り
木
蔭
を
つ
く
っ
て
い

　
る
。
周
囲
は
デ
パ
ー
ト
や
商
店
が
立
ち
な
ら

　
び
、
舗
装
の
き
れ
い
な
歩
行
者
専
用
道
路
が

　
西
、
南
、
東
の
三
方
に
の
び
て
い
る
。
こ
れ

　
か
ら
茅
ヶ
崎
（
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
）
の

　
地
区
公
園
に
散
歩
に
で
か
け
て
み
る
。

(
イ
)
東
の
方
向
、
駅
か
ら
で
て
左
に
広
い
歩
行
者

　
専
用
道
路
を
の
ん
び
り
歩
き
は
じ
め
る
。

　
二
、
三
分
で
歩
専
橋
に
つ
く
。
下
は
都
市
計

　
画
道
路
、
佐
江
戸
・
北
山
田
線
で
幅
員
約
三
〇

　
メ
ー
ト
ル
あ
る
。
橋
の
上
か
ら
左
手
、
北
の

　
方
に
は
第
一
地
区
の
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
が
見

　
え
る
。
モ
の
す
ぐ
右
側
の
緑
の
丘
が
大
塚
・

　
歳
勝
土
遺
跡
を
保
存
す
る
文
化
財
公
園
、
橋

　
の
正
面
に
見
え
る
深
い
緑
の
山
は
中
世
の
城

　
跡
で
、
小
机
城
の
出
城
で
あ
っ
た
茅
ケ
崎
城

　
址
で
あ
る
。

(
ウ
)
城
跡
の
下
で
す
こ
し
右
に
お
れ
る
と
児
童
公

　
園
に
ぶ
つ
か
る
。
片
側
に
六
メ
ー
ト
ル
道
路

　
が
接
し
て
い
る
が
、
あ
ま
り
気
に
な
ら
な

　
い
。
右
手
南
側
に
は
緑
に
囲
ま
れ
た
立
派
な

　
寺
院
が
見
ら
れ
る
。
正
覚
寺
で
あ
る
。

(
エ
)
右
に
団
地
を
見
な
が
ら
東
に
行
く
。
両
側
に

　
幼
稚
園
、
病
院
、
集
会
所
が
あ
り
、
こ
こ
で

　
は
歩
行
者
専
用
道
路
が
ふ
く
ら
み
広
場
が
で

　
き
て
い
る
。

(
オ
)
こ
こ
か
ら
右
に
お
れ
る
。
左
側
は
小
学
校
、

　
集
合
運
動
場
が
続
い
て
い
る
。
右
側
は
一
般

　
住
宅
地
で
あ
る
。
正
面
に
遠
く
緑
の
丘
が
目

　
に
入
る
。
地
区
公
園
の
緑
で
あ
る
。
手
前
に

　
道
路
が
あ
る
。
ト
ン
ネ
ル
を
ぬ
け
れ
ば
も
う

　
す
ぐ
で
あ
る
。

(
カ
)
児
童
公
園
か
ら
五
分
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。
ト

　
ン
ネ
ル
を
こ
え
る
と
右
は
小
学
校
、
左
は
茅

　
ヶ
崎
中
学
校
で
あ
る
。
公
園
ま
で
あ
と
一
〇

　
〇
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
で
あ
る
。

(
キ
)
せ
せ
ら
ぎ
の
流
れ
る
地
区
公
園
は
、
埋
蔵
文

　
化
財
を
も
つ
丘
と
、
野
鳥
の
集
ま
る
池
を
も

　
つ
広
い
自
然
公
園
で
あ
る
。
駅
か
ら
こ
こ
ま

　
で
、
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
一
五
分
の
散
歩

　
で
あ
っ
た
。
歩
専
道
は
幅
員
九
メ
ー
ト
ル
。

③
―
緑
道
の
計
画

　
緑
道
は
公
園
と
公
園
を
結
ぶ
か
た
ち
で
帯
状

に
連
続
し
て
計
画
さ
れ
て
い
る
。
第
一
地
区
が

約
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
第
二
地
区
が
約
九
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
合
計
す
る
と
延
長
約
一
四
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
に
な
る
。

　
緑
道
計
画
は
、
都
市
に
お
け
る
「
自
然
」
の

再
生
、
確
保
の
中
心
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
幅
員
一
〇
～
四
〇
メ
ー
ト
ル
は
保
存
樹
林

や
公
田
に
接
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
〇
〇
メ
ー

ト
ル
以
上
に
も
広
が
る
「
緑
」
の
厚
み
を
つ
く

る
。
ル
ー
ト
は
、
優
良
な
保
存
樹
林
に
沿
う
よ

う
に
計
画
さ
れ
て
い
る
た
め
、
谷
戸
部
を
ぬ
う

よ
う
に
続
き
、
造
成
前
の
自
然
の
地
形
を
比
較

的
よ
く
残
す
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
。
歩
行
者

専
用
道
路
が
目
的
地
ま
で
合
理
的
に
行
け
る
よ

う
計
画
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
緑
道
は
、
散

策
し
な
が
ら
、
自
然
と
触
れ
合
う
場
を
つ
く
る

よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
る
。
植
栽
す
る
樹
木

も
、
造
成
工
事
中
に
移
植
し
て
あ
っ
た
樹
木
が

中
心
に
な
り
、
不
格
好
な
大
き
な
木
も
多
く
、

ふ
る
さ
と
の
野
山
の
趣
が
す
る
は
ず
で
あ
る
。

ま
た
、
大
き
く
育
つ
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る

の
で
、
将
来
は
、
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
「
み

ど
り
」
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
森
や
林
に
な
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
水
も
、
緑
道
計
画
の
大
き
な
柱
で
あ
る
。
高

低
差
の
あ
る
谷
戸
部
で
は
、
造
成
が
終
れ
ば
水

脈
も
安
定
し
、
水
も
出
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。

「
せ
せ
ら
ぎ
計
画
」
は
雨
水
を
有
効
に
利
用
し
、

緑
道
に
池
と
流
れ
を
つ
く
り
、
美
し
い
自
然
環

境
を
再
生
し
よ
う
と
す
る
計
画
で
あ
る
。
鳥
や

昆
虫
。
魚
が
必
要
と
す
る
安
定
し
た
自
然
環
境

を
つ
く
ろ
う
と
す
る
計
画
で
あ
る
。
し
か
し
、

雨
水
の
利
用
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
。

こ
の
地
区
で
の
実
際
の
雨
と
水
位
の
関
係
、
水

源
の
調
査
、
も
れ
に
く
く
流
れ
や
す
い
池
や
せ

せ
ら
ぎ
の
構
造
、
池
の
水
質
の
変
化
、
昆
虫
や

魚
の
生
息
状
況
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
何

年
間
か
の
調
査
の
中
で
結
果
の
で
る
も
の
な
の

で
、
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
は
、
第
二
地
区
の

造
成
地
に
モ
デ
ル
公
園
を
つ
く
り
、
市
の
公
害

研
究
所
な
ど
の
協
力
の
も
と
に
検
討
を
続
け
て

い
る
。

　
さ
ら
に
、
「
ふ
る
さ
と
」
の
樹
木
や
樹
林
に

つ
い
て
も
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
カ
シ
、
エ
ゴ
、
ケ

ヤ
キ
な
ど
は
移
植
し
や
す
い
が
、
竹
林
や
、
ナ

ラ
、
コ
ナ
ラ
な
ど
の
雑
木
林
の
樹
木
は
移
植
が

難
し
く
、
さ
ら
に
検
討
が
必
要
と
さ
れ
て
い

る
。

　
ま
た
、
緑
道
に
は
、
道
祖
神
な
ど
の
文
化
遺

産
を
お
く
ほ
か
、
江
戸
時
代
以
降
の
保
存
の
い

き
と
ど
い
た
民
家
を
休
憩
施
設
と
し
て
利
用
す

る
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。

〈
イ
メ
ー
ジ
ト
リ
ッ
プ
〉
（
図
―
４
）

(
ア
)
勝
田
団
地
の
手
前
の
バ
ス
停
で
お
り
、
こ
こ

　
か
ら
茅
ケ
崎
の
地
区
公
園
の
せ
せ
ら
ぎ
上
流

　
ま
で
緑
道
を
約
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
歩
い
て

　
み
る
。

(
イ
)
緑
道
は
橋
を
渡
っ
て
北
に
延
び
て
い
る
が
、

　
反
対
の
南
に
向
っ
て
歩
き
出
す
。
左
側
に
は

　
斜
面
の
雑
木
林
が
続
く
。
そ
の
上
に
あ
る
団

　
地
は
木
々
の
陰
で
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
緑
道
の
園
路
は
土
で
あ
る
。
左
際
に
は
玉
石

　
の
上
を
せ
せ
ら
ぎ
が
流
れ
て
い
る
。

(
ウ
)
あ
じ
さ
い
を
見
な
が
ら
、
五
分
も
歩
く
と
正

　
面
の
視
野
が
ひ
ら
け
、
藤
棚
ご
し
に
静
か
な

　
池
が
広
が
っ
て
い
る
。
近
隣
公
園
に
入
っ
た

　
の
で
あ
る
。

(
エ
)
玉
砂
利
を
ふ
み
な
が
ら
池
を
め
ぐ
る
と
右
側

　
は
サ
ク
ラ
、
ケ
ヤ
キ
が
ゆ
る
い
斜
面
に
林
と

　
な
り
さ
ら
に
竹
林
が
続
く
。
左
手
、
池
の
対
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図―４　緑道

　
岸
に
は
雑
木
林
の
中
に
銅
板
ぶ
き
の
保
存
民

　
家
が
建
っ
て
い
る
。
お
茶
会
が
ひ
ら
か
れ
て

　
い
る
よ
う
で
あ
る
。
正
面
に
ア
ー
チ
型
の
道

　
路
橋
が
か
か
り
、
緑
道
は
そ
の
下
を
通
っ
て

　
い
る
。

(
オ
)
橋
を
ぬ
け
る
と
右
側
は
青
々
と
し
た
竹
林
が

　
つ
づ
き
、
左
手
に
は
こ
ん
も
り
し
た
緑
の
丘

　
が
見
え
る
。
埋
蔵
文
化
財
の
保
存
さ
れ
て
い

　
る
丘
で
あ
る
。
緑
道
は
西
に
向
か
い
は
じ
め

　
た
。

(
カ
)
そ
の
ま
ま
歩
い
て
い
く
と
、
左
側
に
大
熊
の

　
駅
前
セ
ン
タ
ー
が
あ
ら
わ
れ
、
せ
せ
ら
ぎ
は

　
こ
こ
で
終
わ
る
。
地
下
鉄
の
駅
に
行
く
に
は

　
こ
こ
か
ら
左
へ
広
い
歩
行
者
専
用
道
路
を
行

　
け
ば
い
い
。
右
手
に
は
木
の
間
ご
し
に
中
学

　
校
の
校
舎
が
見
え
る
。
さ
ら
に
、
小
学
校
の

　
校
舎
も
見
え
て
く
る
。
左
側
は
大
き
な
団
地

　
で
芝
生
が
美
し
い
。

(
キ
)
池
を
あ
と
に
し
て
一
〇
分
ぐ
ら
い
歩
く
と
橋

　
に
つ
い
た
。
緑
道
橋
で
あ
る
。
幅
員
は
四
メ

　
ー
ト
ル
あ
る
。
下
は
都
市
計
画
道
路
。
丸
子

　
・
中
山
・
茅
ヶ
崎
線
で
、
橋
の
向
う
に
も
大

　
き
な
団
地
が
見
え
る
。

(
ク
)
平
ら
な
緑
道
を
少
し
行
く
と
、
す
ぐ
に
林
の

　
中
に
入
る
。
地
区
公
園
に
つ
い
た
。
林
の
間

　
を
下
り
な
が
ら
行
く
と
、
樹
々
の
間
か
ら
中

　
川
中
学
校
茅
ヶ
崎
方
面
校
や
カ
ラ
フ
ル
な
住

　
宅
の
屋
根
が
遠
く
望
め
る
。
林
の
左
手
は
広

　
い
芝
草
の
広
場
で
、
子
供
た
ち
が
ボ
ー
ル
を

　
け
り
な
が
ら
遊
ん
で
い
る
。

(
ケ
)
せ
せ
ら
ぎ
の
音
と
と
も
に
道
祖
神
に
出
合

　
う
。
再
び
緑
道
に
出
た
。
右
に
流
れ
と
と
も

　
に
下
る
と
早
渕
川
に
出
る
。
左
に
い
け
ば
、

　
目
的
地
の
池
に
出
る
。

(
コ
)
せ
せ
ら
ぎ
の
音
を
き
き
な
が
ら
左
に
折
れ

　
る
。
右
側
の
斜
面
の
上
は
中
川
中
学
校
茅
ヶ

　
崎
方
面
校
に
な
る
。
園
路
も
広
く
、
こ
こ
は

　
樹
々
も
生
き
生
き
と
し
て
い
る
。
左
側
の
丘

　
は
埋
蔵
文
化
財
を
も
つ
丘
で
、
深
い
雑
木
林

　
に
な
っ
て
い
る
。

　
右
か
ら
広
い
歩
行
者
専
用
道
路
が
き
た
。
右

　
に
い
け
ば
一
五
分
ぐ
ら
い
で
タ
ウ
ン
セ
ン
タ

　
ー
の
駅
前
に
出
る
。
左
に
ゆ
る
い
傾
斜
の
広

　
場
を
登
っ
て
い
く
と
、
大
熊
の
近
隣
セ
ン
タ

　
ー
に
出
る
。
杉
林
が
見
え
た
。
池
は
そ
こ
に

　
あ
る
。

(
サ
)
こ
の
池
は
こ
こ
が
田
圃
の
時
に
つ
く
ら
れ
た

　
の
だ
ろ
う
。
造
成
さ
れ
る
前
か
ら
あ
っ
て
、

　
こ
の
杉
林
な
ど
と
い
っ
し
よ
に
残
さ
れ
た
の

　
で
あ
る
。
水
鳥
が
飛
び
あ
が
っ
た
。
こ
の
池

　
と
左
手
南
側
の
丘
と
林
は
、
鳥
た
ち
の
た
め

　
に
人
が
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
あ
る
。
い
ろ

　
い
ろ
の
鳥
が
見
ら
れ
る
。
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ

　
ン
グ
に
は
最
適
で
あ
る
。
こ
の
池
の
上
流
に

　
も
、
新
た
に
雨
水
を
利
用
し
た
小
さ
な
池
が

　
つ
く
ら
れ
て
い
る
（
地
下
鉄
の
排
水
を
補
助

　
水
源
と
し
て
利
用
し
せ
せ
ら
ぎ
に
流
し
て
い

　
る
）
。

(
シ
)
勝
田
団
地
の
手
前
の
バ
ス
停
か
ら
こ
こ
ま

　
で
、
約
ニ
キ
口
メ
ー
ト
ル
、
約
三
〇
分
の
自

406調査季報66―80.



然
の
中
の
散
策
で
あ
っ
た
（
こ
の
ま
ま
橋
を

渡
っ
て
緑
道
を
行
け
ば
、
約
三
〇
分
ぐ
ら
い

で
総
合
公
園
に
つ
く
。
左
に
と
れ
ば
川
和
高

校
の
そ
ば
を
と
お
り
、
港
北
配
水
池
の
わ
き

を
ぬ
け
て
、
佐
江
戸
の
近
隣
公
園
ま
で
約
五

〇
分
か
か
る
）
。

成
、
補
植
、
せ
せ
ら
ぎ
や
池
の
管
理
な
ど
は
、

専
門
的
技
術
が
必
要
な
分
野
で
あ
り
、
新
し
い

問
題
も
多
い
が
、
行
政
側
で
フ
ォ
ロ
ー
す
る
必

要
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
落

葉
の
清
掃
や
、
樹
木
へ
の
水
ま
き
、
除
草
な
ど

は
、
地
域
住
民
の
ひ
き
う
け
る
領
域
だ
と
思
わ

れ
る
。
質
の
高
い
空
間
は
、
日
常
使
う
人
に
愛

さ
れ
て
は
じ
め
て
生
き
る
も
の
で
あ
る
。
歩
行

者
空
間
は
、
そ
の
よ
う
な
場
と
し
て
生
か
さ
れ

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

六
ｌ
お
わ
り
に

を
つ
け
る
必
要
が
あ
る
。

　
基
本
的
に
は
、
通
学
路
に
な
っ
て
い
る
部
分

以
外
は
、
で
き
る
だ
け
時
間
を
か
け
る
べ
き
だ

と
思
う
。

②
―
次
に
、
自
転
車
の
問
題
で
あ
る
。
特
に
歩

行
者
専
用
道
路
が
こ
の
よ
う
に
整
備
さ
れ
て
い

れ
ば
、
通
勤
買
物
利
用
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か

し
、
人
と
自
転
車
の
混
合
は
危
険
が
多
く
、
特

に
朝
は
集
団
登
校
す
る
子
供
た
ち
の
通
学
時
間

と
重
な
る
心
配
も
あ
る
。
ま
た
、
自
転
車
利
用

を
前
提
に
す
る
場
合
の
道
路
構
造
基
準
は
非
常

に
厳
し
い
も
の
で
あ
り
、
現
況
地
形
を
生
か
し

た
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
は
、
基
準
を
満
足
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
理
由
で
現

状
で
は
一
応
自
転
車
を
除
外
し
、
通
勤
用
自
転

車
対
策
と
し
て
は
、
歩
道
付
き
の
道
路
（
幅
員

九
メ
ー
ト
ル
以
上
）
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用

す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
（
道
路
総
延
長
約

二
六
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
内
歩
道
付
道
路
約
一

二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
。

③
―
管
理
に
つ
い
て
の
問
題
は
、
二
つ
に
分
け

て
考
え
る
こ
と
に
な
る
。
簡
易
な
作
業
の
住
民

管
理
の
方
向
と
、
専
門
的
な
作
業
の
公
的
管
理

の
方
向
で
あ
る
。
歩
行
者
専
用
道
路
で
は
、
舗

装
や
施
設
の
補
修
も
必
要
だ
し
、
樹
木
の
育

　
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
議
論
が
は
な
や
か
に
な

り
、
余
暇
の
す
ご
し
方
が
テ
ー
マ
に
な
る
時
代

に
な
っ
た
。
今
か
ら
一
〇
年
ぐ
ら
い
前
は
、
公

害
問
題
、
環
境
問
題
が
中
心
テ
ー
マ
で
あ
っ
た

の
だ
。
世
の
中
が
良
く
な
っ
て
、
生
活
が
豊
か

に
な
っ
た
か
ら
テ
ー
マ
が
環
境
か
ら
個
人
生
活

に
移
っ
た
と
思
う
人
は
少
な
い
だ
ろ
う
。
一
種

の
あ
き
ら
め
と
、
高
齢
化
社
会
に
向
う
現
実
の

不
安
が
、
私
に
は
感
じ
ら
れ
る
。

　
都
市
が
過
密
肥
大
化
す
る
こ
と
は
。
中
心
部

の
動
脈
硬
化
を
も
た
ら
し
、
あ
る
限
度
を
越
え

る
と
自
然
死
に
向
う
と
い
う
生
態
学
者
の
意
見

が
あ
る
。
ス
ト
レ
ス
と
い
っ
て
も
い
い
と
思

　
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
開
発
の
す
ぐ
れ
た
点

は
、
歴
史
と
環
境
を
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
だ

と
思
う
。
山
や
雑
木
林
を
残
す
こ
と
は
、
土
地

の
合
理
的
利
用
か
ら
い
え
ば
、
実
に
む
だ
な
使

い
方
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
広
場
ぐ
ら
い
は
た
く

さ
ん
で
き
る
広
さ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
山

や
雑
木
林
は
、
さ
ら
に
大
き
な
「
み
ど
り
」
と

な
り
「
水
」
と
な
り
、
今
の
街
で
忘
れ
ら
れ
た

自
然
を
回
復
さ
せ
る
場
に
な
る
の
で
あ
る
。
せ

み
が
成
虫
に
な
る
に
は
七
年
か
か
る
と
い
う
。

お
お
げ
さ
に
い
え
ば
、
せ
み
は
七
年
目
の
自
然

の
遣
産
を
継
承
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ

る
。
保
存
樹
林
を
中
心
と
し
た
現
況
の
保
全
を

進
め
て
い
る
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
は
、
歴
史

が
生
き
つ
づ
け
得
る
の
で
あ
る
。

　
自
然
と
調
和
し
た
街
づ
く
り
こ
そ
、
港
北
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
の
誇
れ
る
目
標
で
あ
り
、
歩
行
者

空
間
の
計
画
は
、
人
と
自
然
を
大
切
に
す
る
港

北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
計
画
の
大
き
な
柱
に
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
〈
都
市
整
備
局
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

　
　
　
　
　
　
建
設
部
建
設
課
主
査
〉
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①
―
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
計
画
で
最
大
の
課

題
は
、
人
口
定
着
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
で
あ

る
。
造
成
工
事
が
昭
和
六
十
二
年
度
に
終
っ
た

と
し
て
も
、
一
般
宅
地
を
含
め
て
、
人
口
が
定

着
し
、
セ
ン
タ
ー
が
横
浜
北
部
の
核
と
な
る
に

は
、
今
か
ら
で
も
二
〇
年
ぐ
ら
い
か
か
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
は
集
合
住
宅
を

中
心
に
昭
和
五
十
七
年
度
末
か
ら
早
期
入
居
を

は
か
る
た
め
、
歩
行
者
専
用
道
路
の
整
備
は
進

め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
く
る
。
そ
れ
も
、
一

部
で
は
利
用
さ
れ
て
い
て
、
途
中
か
ら
先
は
ま

だ
当
分
工
事
中
で
使
え
な
い
と
い
う
状
態
が
五

年
ぐ
ら
い
続
く
の
で
あ
る
。
公
園
的
な
性
格
を

も
つ
緑
道
の
開
放
の
し
か
た
は
さ
ら
に
難
し
い

も
の
と
な
る
。
豊
か
な
自
然
を
回
復
さ
せ
る
た

め
に
は
、
で
き
る
だ
け
時
間
を
か
け
自
然
の
力

五
―
課
題

う
。
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